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明るく住象よいまちづくりをめ

ざす高萩T|].では、公害の|坊止、自

然環境の保謹など珊境保全を推進

していますが、心ない一部の人た

ちによって、山林、河川、空地な

どにゴミが不法投棄され、 まちの

美観をそこない、生活環境を破壊

しています。市民の皆さんひとり

ひとりが監視をして不法投棄を追

放しましょう。

「世界環境デー」の6月5日を初日

とする「環境週間」に、私たちの

住んでいる周囲をみわたし、 まず

自分のところから快適な毎日をお

くれるよい環境づくりをしたいも

のです。きれし､な高萩市を築くた

めに…･ ･ -。

(花貫川河口の清掃）ゴミをなくそう みんなの協力
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市 報 た （2）ぎか は（6月号）

市
制
施
行
二
十
周
年
の
記
念

行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
作
成

を
す
す
め
て
い
た
市
民
お
ど
り

の
主
題
歌
が
、
作
詞
森
菊
蔵
先

生
、
作
曲
矢
吹
光
先
生
に
よ
る

「
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
と
し
て

こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
レ
コ
ー
ド
の
吹
込
み
は

五
月
二
十
日
、
東
京
の
コ
ロ
ン

ビ
ア
ス
タ
ジ
オ
で
歌
手
都
は
る

ゑ
さ
ん
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
曲
は
テ
ン
ポ
の
は
や
い

調
子
の
い
い
も
の
で
お
ぼ
え
や

す
く
、
お
ど
り
な
が
ら
行
進
す

る
の
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。

「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
都
は
る
み
さ
ん
が
吹
込
み

６
月
配
日
お
ど
り
の
講
習
会
開
く

県
内
の
民
謡
の
中
で
こ
の
調
子

の
も
の
は
は
じ
め
て
だ
そ
う
で

す
。
お
ど
り
の
振
付
け
は
、
日

本
舞
踊
協
会
長
の
榊
原
帰
逸
先

生
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

の
レ
コ
ー
ド
の
完
成
は
七

月
に
入
っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す

が
、
市
で
は
、
七
月
中
に
予
定

さ
れ
る
高
萩
ま
つ
り
に
こ
の
お

ど
り
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て

お
り
、
六
月
二
十
三
日
午
前
十

時
か
ら
高
萩
中
学
校
体
育
館
で

「
高
萩
市
民
ぱ
や
し
」
お
ど
り

の
講
習
会
を
開
く
こ
と
に
し
ま

吹込み前音合わせをする森菊蔵先生（左）歌手の都はるみ

さん（中央）矢吹光先生（右） ＝コロンビアスタヂオ＝

家
庭
み
ん
な
が
楽
し
く
話
し

合
う
機
会
を
も
ち
、
明
る
い
家

庭
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
毎
月

第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
⑳
日
」
《

と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
広
く
推
進
さ
せ

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
標

語
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
一
二

八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
会
は
五
月
八
日
中
央
公
民

館
で
、
鈴
木
市
長
を
は
じ
め
青

少
年
相
談
員
な
ど
十
一
人
に
よ

り
行
な
わ
れ
、
入
選
作
五
点
、

佳
作
一
○
点
が
選
ば
れ
ま
し
た

Ⅱ
佳
作
標
語
Ⅱ

手
を
つ
な
ぎ
心
も
結
び
良
い

家
庭
前
島
み
よ
子
Ⅲ
有
明
町

し
た
。
希
望
者
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

話
し
合
う
家
庭
に
と
も
る
明
る
い
灯

一
局
戸

か
ぎ
り
な
き
愛
を
育
て
る
家
庭
の
日

東
本
町

話
し
合
い
掃
除
ス
ポ
ー
ツ
家
庭
の
日

坂
東
塚

家
庭
の
日
親
子
の
愛
を
つ
な
ぐ
橋島

名

家
庭
の
日
承
ん
な
で
聞
い
た
り
話
し
た
り

安
良
川

「
家
庭
の
日
」
標
語
入
選
決
ま
る

入
選
標
語

明
日
も
ま
た
笑
顔
で
む
か
え
患

家
庭
の
日
．
大
森
倫
子
Ⅱ
高
戸

月
一
回
心
の
ふ
る
さ
と
家
庭
の

日
蛭
町
仁
子
Ⅱ
坂
東
塚

家
庭
の
日
大
事
に
し
よ
う
ね
お

父
さ
ん
蛭
町
衛
Ⅱ
坂
東
塚

家
庭
の
日
き
め
て
咲
か
せ
て
実

を
結
ぶ
本
多
孝
広
Ｉ
島
名

よ
い
一
家
み
ん
な
で
つ
く
る
家

庭
の
日

家
庭
の
日
一
家
の
夢
が
ひ
ら
く

鍵
本
多
タ
カ
子
Ⅱ
島
名

親
と
子
が
笑
顔
で
つ
く
る
家
庭

の
日
下
山
田
さ
く
江
Ⅱ
上
手
綱

話
し
あ
う
家
庭
に
明
る
い
希
望

の
日
鈴
木
ゑ
ち
Ⅱ
高
萩

幸
福
を
ゑ
ん
な
で
築
く
家
庭
の

日
柴
田
栄
Ⅱ
秋
山

レ
コ
ー
ド
は
、
作
成
中
の
市

民
の
歌
と
あ
わ
せ
て
プ
レ
ス
し

て
、
希
望
す
る
皆
さ
ん
に
配
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

価
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
レ
コ
ー
ド
が
完
成
し
て

か
ら
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
ロ

大
森
倫
子

吉
田
良
子

蛭
町
か
ね
子

樫
村
幸

村
田
祐
彦

一
一

一
一
”
｝
繕
議
撚
嬢
鱒
溌
心
》
》
』
一

一
作
詞
森
菊
蔵
一
一

一
作
曲
矢
吹
光

一
歌
都
は
る
み
一

一

一

一
窪
鮭
高
識
蕊
ゞ
‐

一

べ
あ
か

一
磯
の
は
ま
な
す
朱
く
咲
く
カ
ョ
ー
一

一
一

一
一

一
側
な
が
れ
ソ
レ
花
貫
滝
よ
し
瀬
よ
し
一

な
の
り
も
承
じ
べ

一
渕
は
名
馬
里
か
紅
葉
が
映
え
て
ヨ
ー
一

一
ダ
ム
を
背
に
し
て
海
を
見
る
か
ヨ
ー
一

一
⑧
ひ
と
り
ソ
レ
謹
堯
の
城
あ
と
に
来
て
一

一
昔
を
し
の
べ
ば
は
る
か
な
夢
が
ヨ
ー
一

一
こ
も
る
思
い
の
松
の
風
カ
ョ
ー

一

一

一
倒
硫
曝
蹴
ぃ
誕
繩
く
擁
認
ぱ
る
一一

一

一
．
灘
鰄
走
蕊
張
瞬
壷
ゞ
‐
一

一
め
び
る
街
並
み
日
ご
と
に
繁
盛
ヨ
ー
一

一
肥
え
る
黒
牛
せ
り
の
市
カ
ョ
ー
一

一
一

一

一

一
⑥
ま
つ
り
ソ
レ
ば
や
し
が
高
鳴
る
宵
に

一
ふ
た
り
揃
っ
て
八
幡
様
の
ヨ
ー
一

一
杉
に
誓
い
の
縁
む
す
び
カ
ョ
ー
一

季
一

一
切
海
の
ソ
レ
果
て
か
ら
宇
宙
の
星
へ
一

一
ニ
ュ
ー
ス
届
け
る
ア
ン
テ
ナ
な
ら
ば
ヨ
ー
一

一
燃
ゆ
る
想
い
も
届
こ
う
に
カ
ョ
ー

ー

ー
⑧
押
せ
や
シ
申
榊
せ
お
せ
高
萩
ま
つ
り

一
押
せ
ば
大
咲
浪
花
咲
く
よ
う
に
ヨ
ー
一

一
可
愛
い
あ
の
娘
の
花
も
咲
く
カ
ョ
ー
一

一
一

口
一

I

Ｉ
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国
体
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は

国
民
健
康
保
険
で
は
、
七
月
ん
。
国
保
で
は
、
病
院
、
診
療
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

－
日
か
ら
「
高
額
療
養
賀
支
給
所
か
ら
提
出
さ
れ
る
請
求
明
細
り
、
目
標
額
（
百
八
十
万
円
）

制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。
書
に
も
と
。
つ
い
て
、
一
部
負
担
を
大
幅
に
上
回
る
二
百
三
十
五

こ
の
高
額
療
養
饗
と
い
う
の
金
の
額
を
計
算
し
払
い
も
ど
し
万
四
千
二
百
円
が
募
金
さ
れ
ま

は
、
国
保
加
入
者
の
象
な
さ
ん
ま
す
。
し
た
。
ご
協
力
ほ
ん
と
う
に
あ

の
う
ち
、
一
人
の
加
入
者
が
お
こ
の
支
給
は
、
診
療
を
受
け
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
、
一
つ
た
月
の
翌
を
月
の
中
ご
ろ
に
、

▽
会
社
事
業
所
八
十
六
万
七
千

の
病
院
“
診
療
所
に
、
一
ヵ
月
病
院
、
診
療
所
か
ら
請
求
明
細
七
百
円
▽
商
店
飲
食
店
四
十
七

三
万
円
以
上
の
自
己
負
担
金
を
書
が
国
保
へ
回
っ
て
き
ま
す
か
万
三
千
二
百
円
▽
医
師
会
薬
業

支
払
っ
た
場
合
は
、
三
万
円
を
ら
、
高
額
療
養
費
の
お
支
払
い
会
三
万
六
千
円
▽
旅
館
組
合
三

こ
え
た
額
は
国
保
が
負
担
し
、

は
そ
の
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

万
六
千
円
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
口

あ
と
か
ら
加
入
者
へ
払
い
も
ど

な
お
、
老
人
医
療
費
受
給
者
ｌ
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
、
青
年
会
議

斗
搾
鍼
辱
』
錘
御
室
噸
唾
誇
嘩
証
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
所
九
万
三
千
円
▽
金
融
関
係
二

か
か
つ
て
も
、
医
療
費
は
月
三
い
る
か
た
は
、
い
ま
ま
で
と
同
万
円
▽
一
般
世
帯
七
十
六
万
三

万
円
負
担
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
じ
要
領
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
千
円
▽
市
職
三
里
〈
万
五
壬
一
言

な
る
わ
け
で
す
。
さ
い
。
円

支
給
を
受
け
る
手
続
き
は
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
保
険
年

高
額
療
養
費
申
請
害
を
国
保
係
金
課
国
保
係
（
霞
内
線
一
三
六
ア
メ
シ
ロ
の
駆
除

へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
番
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
緑

一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

高
額
療
養
費
制
度
が
発
足

従
か
耐
ざ
の

総
物

三
万
円
以
上
は
国
保
が
負
担

③

サ
ッ
キ
ッ
ッ
ジ

普
通
サ
ツ
キ
と
い
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ
品
種
が
あ
り
ま
す

が
、
も
と
も
と
関
東
地
方
の
西
部
以
西
の
本
州
や
九
州
の

多
く
は
河
岸
の
岩
上
に
生
え
て
い
た
も
の
を
改
良
し
栽
培

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

よ
く
「
サ
ツ
キ
と
ツ
ッ
ジ
の
違
い
は
」
と
聞
か
れ
ま
す

が
、
ど
う
返
事
し
て
よ
い
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ツ

キ
は
ツ
ッ
ジ
科
の
中
の
サ
ッ
キ
ッ
ッ
ジ
で
す
か
ら
・
・
…
・
。

強
い
て
特
徴
か
ら
ゑ
て
み
ま
す
と
、
ツ
ッ
ジ
は
春
咲
き

（
四
月
’
五
月
）
落
葉
性
で
、
サ
ツ
キ
は
初
夏
咲
き
へ
六

月
’
七
月
）
常
緑
樹
で
葉
に
多
少
光
沢
が
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
ツ
ッ
ジ
の
中
で
は
、
こ
と
に
サ
ツ
キ

や
キ
リ
シ
マ
系
に
色
彩
に
変
化
の
あ
る
も
の
が
多
い
よ
う

で
す
も

国
体
募
金
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
○
鈴
木
一
二
さ
ん
Ｉ
上
君
田
一一

（
上
君
田
小
学
校
へ
）

児
童
用
ロ
ッ
カ
ー
（
ス
チ
ー
ーー

製
画
人
用
）
六
佃
一

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
ー

（
中
央
公
民
館
図
書
費
）
一

五
○
、
○
○
○
円
一

○
亀
山
輝
美
さ
ん
Ⅱ
安
良
川
一

（
衛
生
委
員
報
償
費
を
善
意
一《

銀
行
に
）
二
、
○
○
○
円
一

の
大
敵
で
す
。
駆
除
は
、
早
い

ほ
ど
効
果
的
で
す
。
小
さ
い
幼

虫
が
集
団
し
て
い
る
と
き
巣
を

と
り
焼
き
す
て
て
し
ま
い
ま
し

ょ
う
。
発
生
は
年
２
回
で
、
六

月
中
旬
か
ら
下
旬
、
八
月
下
旬

か
ら
九
月
上
旬
で
、
お
も
に
サ

ク
ラ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
カ
キ
、

ク
ワ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
木
に
つ

き
ま
す
。
駆
除
の
た
め
の
薬
剤

は
、
Ｄ
Ｅ
Ｐ
乳
剤
一
千
倍
液
、

Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
乳
剤
五
百
倍
液
で
噴

霧
し
ま
す
。

幼
虫
は
、
卵
か
ら
か
え
る
と

十
日
’
十
二
日
間
だ
け
分
散
せ

ず
に
か
た
ま
っ
て
糸
を
は
き
巣

を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
時
期
を

の
が
さ
な
い
よ
う
に
。
も
し
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
と
思
わ
れ

る
も
の
が
い
た
ら
、
市
農
林
課

（
量
内
線
二
六
二
番
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。厩

三
一

○
大
高
敏
さ
ん
Ⅱ
島
名

王

（
市
民
運
動
清
掃
用
に
）
一

竹
ぼ
う
き
一
○
○
本
一

｜震
う
と

鰄

蕊’

一一一一一一一一一一一《一一一宗べ一一一一一一一

水
道
の
お
知
ら
せ

に
ご
り
水
が
出
た
と
き
は

○
赤
い
水
が
出
る

じ
や
口
か
ら
突
然
赤
く
に
ご

っ
た
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
水
道
工
事
、
断
水

市
全
体
の
水
使
用
量
が
急
激
に

増
え
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、
水

道
管
の
中
を
流
れ
る
水
の
早
さ

や
方
向
が
か
わ
っ
た
と
き
、
水

道
管
の
中
の
鉄
さ
び
が
流
れ
出

た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
し

ば
ら
く
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に

し
ま
す
と
、
き
れ
い
な
水
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
市
の
水
道
工
事
や
断

水
（
突
発
事
故
は
除
く
）
な
ど

で
、
赤
い
水
が
出
る
と
予
測
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
広
報
車

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
断
水
や
に
ご
り
水
な

ど
で
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
水
道

の
性
質
上
、
そ
の
発
生
が
不
可

抗
力
的
な
も
の
で
す
の
で
、
そ

れ
に
よ
る
損
害
は
補
償
し
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
市
給
水
条
例
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
白
い
水
が
出
る

白
く
に
ご
っ
た
よ
う
な
水
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
水
道
管
に
入
っ
て
空
気
が

か
き
ま
わ
さ
れ
て
、
無
数
の
小

さ
な
ア
ワ
に
な
り
、
水
中
に
ま

じ
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
し
ば

ら
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま

す
と
、
ア
ワ
は
消
え
て
無
色
透

明
の
水
に
な
り
ま
す
。

高
萩
炭
砿
地
域
に

配
水
管
を
布
設

簡
易
水
道
整
備
事
業
に
基
づ

い
て
、
大
字
秋
山
（
高
萩
炭
砿

専
用
水
道
地
域
）
に
配
水
管
布

設
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。
延

長
二
、
八
八
七
メ
ー
ト
ル
、
総

事
業
費
三
千
八
百
五
十
三
万
一

千
円
で
昭
和
四
十
八
年
十
月
二

十
日
に
着
工
、
四
十
九
年
三
月

三
十
日
竣
工
し
ま
し
た
の
で
給

水
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
財
源
は
、
県
費

補
助
と
国
民
一
年
金
積
立
金
還
元

融
資
に
よ
る
も
の
で
す
。

－747－



市報 た か は ぎ（6月号） （4）

暖かくなりますと、 とかく心がゆるみ、

がち、家のカギを今一度点検し、心のカ

ギも再点検してみることがたいせつです

（高萩警察署）

「老人医療費受給者証が－
新しくなります

現在、皆さんに交付してある老人医療

費受給者証は、 6月30日で有効期限がき

れますので新しい受給者証ととりかえま

す。受給者証の更新申請書と通知は、該

当される皆さんのお手もとに送りますか

ら、指定された期間内に必ず手続きをす

ませてください。

7月からは新しい受給者証になり、番

号、色などがかわりますので、現在の受

給者証は使用できなくなりますから、 も

れなく更新しましょう。

更新の手続きには①老人医療費受給者

証更新申請害②健康保険証③受給者証④

印鑑を持参して、市保険年金課医療福祉

係へ申請してください。

新しい受給者証は、申請により所得状

況などを調べて6月下旬に交付します。

－活用を利子は市が補助一’

低体重児のときは

保健所に届けを
赤ちやんの体重が2．500グラム以下の

ときは、保護者は届け出をするよう義務

づけられています。

皆さんがお持ちの母子他康手'帳に、低

体重児出生届の用紙が添付されています

から、高萩保健所あて送ってください。

保健婦さんが、皆さんのお宅へ直接お伺

いして、育児やそのほかいろいろなご相

談に応じることになっています。

（市保険年金課）

手紙作文コンクール

（未亡人会）役員に相談して、市福祉事

務所社会係（趣内線283番）へ申し込ん

でください。

｢-児童手当の現況届を
忘れず6月中に

児童手当は、 18才未満の児童を3人以

上育てていて、そのうちに義務教育終了

前（中学生）の児童がいれば、その第3

子から手当（1人3000円）が受けられる

ものです。

この児童手当を受けているかたは、毎

年1回「児童手当現況届」を出すことに

なっています。現況届は6月29日までで

すので忘れず手統きしてください。手続

きがおくれますと、 6月分からの児童手

当の支払し､を受けることができなくなり

ます。

また、今年の4ﾉl新たに該当したかた

も手続きをしてください。

詳しいことについては、保険年金課医

療福祉係（麓内線225番）へどうぞ。

l

作品募集中です

手紙作文コンクールの作品を募集して

います。この手紙作文コンクールは、児

童生徒の文通能力の向上をはかり、文通

を通じて情操を豊かにして、将来社会人

として、十分な意志発表能力を養うこと

を目的として､毎年行なわれ今年で7回

目になります。

小学校低学年（1～3年生）小学校高学

年（4～6年）中学校の3部に分けて募集

し、それぞれ郵政大臣賞、文部大臣奨励

賞、 日本郵便友の会協会賞が1点ずつそ

のほか佳作、準佳作数点が人選作品とし

て選ばれます。

応募要領は次のとおりです。

①作品の内容は手紙文であること

②400字詰原稿用紙5枚以内

③作品は最近のもので未発表のもの

④応募締切りは7月15日（予定）

⑤入選発表は10上旬（予定）

なお、作品の送付先など詳しことは、

お近くの郵便局でおたずねください。

（高萩郵便局）

母子家庭の皆さんのひとりだちをたす

け、希望に承ちた明るい家庭づくりのた

め、次のような貸付-金の制度があります

○事業開始資金（50万円以内）

○事業継続資金（25万円以上）

○修学資金（高校月3千円特別月4千円大

学8千円特別1万1千円）

○技能習得資金（月3千円）

○修学資金（月3千円）

○就職支度資金（3万円以内〕

○療養資金(10万円特別な場合15万円）

○生活資金（月1万1千円以内）

○住宅資金（1回につき30万円以内）

○転宅資金（1回につき2万5千円以内）

○就学支度資金（3万円以内〕

○結婚資金（婚姻する子1人に5万円）

このなかには利子のかかるものがあり

ますが、 48年度から市がこの利子を補助

（期日までに返済する場合）することに

なっていますので、十分にご活用されま

すようお知らせします。

希望者は、民生委員、母子相談員（市

福祉事務所駐在） 、母子協力員、白萩会
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畠 二

胃 市の人口と世帯数 冒
三

言
皇

5月1日現在 前月比 喜＝

言

旱人ロ 30．064人 （減3） 壱
三 菖

皇 男 14. 741人 （減18) =
具

冒 女 15．323人 （増15） 写
二 二

皇世帯 8．055世帯 （増11） 皇
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あき巣ねらいに注意 ｜
一心にもカギを

農家は忙しいとき、新緑もさわやかな

ときとなり、家族そろって出かけること

が多くなると思います。その間に「あき

巣ねらい_|に入られる心配があります。

あき巣ねらいの常習犯が、入りよい家

を次のようにいっています。

◇カギをかけないで外出したり、新聞受

にたまたっている新聞をみて。

◇牛乳屋さんへの「2．3日牛乳を入れな

いでください」というはり紙などは、

ドロボウにどうぞお入りくださいとい

っているのと|司じだという。

104番はてんてこ舞い－

番号は電話帳で

市内番号の問合せが、急激に増加して

います。

最近では、 1日に1.600件もあり104番

の係はてんてこ舞いです。 104番をダイ

ヤルされても応じきれないときがありま

す。ぜひ、次のことに協力のほどお願い
いたします。

◎電話1帳で番号はしらべましょう。

◎書抜'帳に、知人、親せき、 または主な

番号をメモしておきましょう。

（高萩電報電話局）

－748－


